































































































6尺＝ 1歩、1代＝ 5歩 2
50 代（1段）＝ 250 歩 2
基準尺＝唐大尺
量田尺＝高句麗尺
5尺＝ 1歩、1代＝ 5歩 2
1 段＝ 360 歩 2
基準尺＝唐大尺
量田尺＝唐大尺
6尺＝ 1歩、1代＝ 5歩 2


























る。さらに、高句麗尺の 5尺 =1 歩制によって、古代日本では結果的に唐大尺
の 6尺 =1 歩制という唐とは全く異なる歩尺換算方式が和銅格に登場した。
　唐は大尺制の実施とともに既存の小尺である 6尺 =1 歩制を大尺の 5尺 =1
歩制に変えた。これは大尺制の下でも既存の量田をそのまま再利用するために
1歩の長さを変化させまいと取った措置だった。すなわち、大尺の長さが小尺
の 1.2 倍なので、意図的に小尺 6尺 =1 歩 =大尺 5尺という等式が成り立つよ
うにした 12。したがって、大宝令の尺度制規定を唐令一辺倒に理解するのは問
題がある。




























































































































































































































ている（図 4）。現存の長さは 5.5 ㎝で、幅は 1.6 ㎝、
厚さ 0.45 ㎝で、残っている軸の長さは 0.6 ㎝、幅


































































































































































　　（3）  　　　　　　　十一月 七日典□　思林































































































































 権鶴洙 ｢黄龍寺建物址の営造尺分析 ｣『韓国上古史学報』31、1999





































30 「図 7」の下のほうにある廃棄方法復元図は平川南氏の上記論文 p.130「図 2」から引
用した。
31 この説はすでに李鎔賢 1999 の前掲論文 p.342 にも指摘されている。
32 李成圭「韓国古代国家の形成と漢字の受容」『韓国古代史研究』32、2003、pp.73-74
33 武烈王（在位期間：654 ～ 661 年）が即位した頃、唐から外交文書が到着すると、「強
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